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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
羽
虫
の
囁
き

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
４
５
１
Ｇ

【
作
者
名
】

　
恒

【
あ
ら
す
じ
】

　
戦
後
数
年
の
日
本
。
大
日
本
帝
国
の
植
民
地
と
な
っ
た
祖
国
を
捨
て
、
両
親

と
と
も
に
帝
都
東
京
に
逃
れ
、
な
ん
と
か
裕
福
な
生
活
と
差
別
の
中
で
の
幸
せ

を
手
に
し
た
旧
大
韓
帝
国
の
捨
て
ら
れ
し
皇
女
、
無
為
。
彼
女
は
何
者
か
に
邸

ム
イ

宅
を
焼
き
討
ち
さ
れ
、
両
親
を
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
燃
ゆ
る
寝
室
に
現
れ
た

の
は
、
背
に
蜉
蝣
の
如
し
薄
羽
根
を
広
げ
た
黒
き
死
神
、
サ
カ
キ
で
あ
っ
た
。

カ
ゲ
ロ
ウ
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黒
蜻
蛉
（
ク
ロ
ト
ン
ボ
）
（
前
書
き
）

残
酷
表
現
に
御
注
意
く
だ
さ
い
。



3

黒
蜻
蛉
（
ク
ロ
ト
ン
ボ
）

少
女
は
酸
素
が
薄
ま
っ
て
い
く
部
屋
の
中
で
目
を
覚
ま
し
た
。
木
造
建
築
物
の

焼
け
る
臭
い
が
鼻
を
刺
し
、
そ
の
次
に
来
た
の
は
・
・
・
・
・
血
肉
の
焦
げ
る

異
臭
だ
っ
た
。
生
物
本
能
的
に
、
少
女
は
手
元
の
蝋
燭
に
火
を
灯
し
た
。
そ
こ

ろ
う
そ
く

に
は
・
・
・
・
・
解
体
さ
れ
た
父
母
の
血
肉
が
、
新
室
の
床
に
散
乱
し
て
い
た
。

ベ
ッ
ド
や
壁
、
床
に
飛
び
散
っ
た
人
間
の
血
液
は
火
力
に
よ
っ
て
急
速
に
水
気

を
失
い
、
強
力
な
引
火
性
物
質
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
肉
や
臓
器
も
同
様
に
・
・

・
・
・
・
。

「
お
か
あ
・
・
・
さ
ま
？
　
・
・
・
御
父
様
！
！
」

状
況
を
理
解
し
た
少
女
の
目
に
、
悲
し
み
が
浮
か
ん
だ
の
は
一
瞬
だ
け
だ
っ
た
。

「
誰
だ
？
ま
だ
い
る
ん
だ
ろ
、
出
て
来
い
、
私
が
御
父
様
や
御
母
様
と
同
じ
目

に
合
わ
せ
て
や
る
ぞ
・
・
・
ク
フ
フ
・
・
・
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
！
！

！
」

「
お
や
お
や
、
こ
の
よ
う
な
幼
子
が
復
讐
を
唱
え
る
と
は
世
も
末
で
す
ね
。
よ

ほ
ど
強
い
執
着
を
お
持
ち
の
よ
う
だ
。
ど
う
で
す
？
私
を
駒
に
使
い
ま
せ
ん
か

？
」

「
・
・
・
・
・
」

何
時
し
か
、
暗
い
寝
室
の
闇
に
溶
け
る
が
如
し
燕
尾
服
と
肩
ま
で
掛
か
る
黒
髪

い
つ

を
ま
と
い
、
背
に
蜉
蝣
の
如
く
美
し
い
薄
羽
根
を
持
つ
、
蒼
白
な
る
顔
面
の
男

カ
ゲ
ロ
ウ

が
、
彼
女
の
目
の
前
に
い
た
。

「
貴
方
は
私
と
似
て
い
る
。
僧
で
も
な
い
人
間
が
頭
を
丸
め
、
火
を
噴
く
筒
の
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よ
う
な
道
具
を
持
っ
て
清
国
に
戦
を
持
ち
か
け
、
あ
っ
け
な
く
殺
さ
れ
て
ゆ
く

様
は
と
て
も
醜
く
、
汚
ら
わ
し
い
。
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
か
？
旧
大
韓
帝
国
皇

帝
が
第
十
三
皇
女
、
無
為
様
。
お
っ
と
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
。
私
は
サ
カ
キ
、

ム
イ

死
神
に
ご
ざ
い
ま
す
」

「
確
か
に
、
お
前
は
私
と
似
て
い
る
。
命
じ
よ
う
、
我
が
僕
と
な
り
、
我
の
定

る
ま
ま
に
破
壊
の
限
り
を
尽
く
せ
。
我
か
、
汝
の
命
が
尽
き
る
ま
で
」

ワ
レ

ナ
ン
ジ

「
御
意
、
小
皇
帝
」

イ
エ
ス

マ
イ
ロ
ー
ド
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黒
蜻
蛉
（
ク
ロ
ト
ン
ボ
）
（
後
書
き
）

知
性
、
バ
ト
ル
、
人
情
・
・
・
・
全
て
に
お
い
て
完
璧
な
小
説
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
で
あ
る
こ
の
身
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
者
の
成
長
を

小
説
を
通
し
傍
観
し
て
頂
き
た
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

羽虫の囁き
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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